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自動車部品工業の経営動向
（2022年度通期）

 2023年6月1日現在の会員企業数413社のうち、上場企業かつ自動車部品の売上高比率が50%以上であり、
前年同期比較が可能な62社について、2022年度第4四半期（2022年4月1日～2023年3月31日の累計）
の経営動向を決算短信より集計・分析した。

 62社のうち、49社が日本基準適用企業、13社がIFRS適用企業だが、当資料では便宜上、合算して掲載している。
 比較対象は2021年度とコロナ禍の影響を受けておらず、かつ直近のピークであった2018年度で比較

1

本件に関する問合せ先：
（一社）日本自動車部品工業会 業務部 新村、加藤
TEL：03-3445-4214

２０２３年７月２６日（水）１０：００リリース
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1. 経済・事業環境の概況

⚫ 世界の自動車販売台数と状況（P8左）：
⇒2022年度の自動車販売台数は、累計で7,990万台となり、前年同期から
約87万台増（前年同期比1.1%増）となった。

⇒特にインド市場は、前年比23％の伸び（388→479万台）により、日本を抜き、
世界第3位の販売台数となった。

⇒中国市場は、上海ロックダウンによるマイナス要因があったが、その後の自動車購入促進政策で
挽回し昨年度から横ばい（0.6％増）となった。

⚫ 世界の自動車生産台数と状況（P8右）：
⇒2022年度の自動車生産台数は、累計で8,350万台となり、前年同期から
約550万台増（前年同期比6.7%増）となった。

⇒第１四半期は上海ロックダウンや半導体不足の影響が出たものの、その後は部品供給は
改善傾向にあり、各地域で生産台数が増加した。

⚫ 自動車部品メーカー62社の業績：
⇒2022年度通期の自動車部品メーカーの業績は、自動車生産が徐々に回復しており、
また円安による為替効果によって増収となったが、営業利益は、原材料費やエネルギー費等の
高騰が響き、僅かに減益となった。
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2022年度通期業績（62社合計）
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2022年度通期の売上高と営業利益の実績

⚫ 売上高は、上期に上海ロックダウンや半導体不足による生産調整の影響があったものの、その後は自動車生
産が徐々に回復し、また円安による為替換算もあり、約28兆円(前年度比15.2％増) となった。

⚫ 営業利益は、コロナ禍で取り組んできた固定費低減等の体質強化や、下期以降の車両生産の挽回に加え、
徐々に価格転嫁が進み、ほぼ前年並み（同0.9％減）となった。

⚫ 当期純利益は、営業利益の減少などが影響し、約7,273億円（同9.4％減）だった。
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2022年度通期の業績動向（6２社）
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2021年度通期実績との比較

⚫ 自動車生産の回復や円安による為替効果によって、増収増益となる企業は28社あったが、高騰
する原材料費やエネルギー費の影響をカバーしきれず、増収減益となる企業が約半数見られた。

2018年度通期実績との比較（コロナ禍前との比較）

⚫ 自動車生産が本格回復しておらず、減収減益となる企業が28社あった。
（2018年度の生産台数：9,423万台 2022年度：8,350万台）
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2023年度通期の業績見通し（6０社合計）
2023年度通期の業績見通し（60社合計） ※２社見通し非公表

⚫ 2023年度の売上高は、前年度を上回り約28.4兆円（前年度比3％増）となるが、伸びは前回より鈍化。
⚫ 営業利益は、車両生産の回復・正常化や価格転嫁が進むことへの期待に加え、固定費抑制の継続、生産

性向上により、約1.4兆円（前年度比31.9％増）を見込む。
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2023年度通期の業績見通し動向（6０社）
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2022年度通期実績との比較

⚫ 世界経済の先行きは、以前として不透明な状況が続くとみる企業が多いが、半導体不足の影
響は徐々に解消し、自動車生産が回復するとの想定で、増収を見込む企業は49社あった。

⚫ 生産数の増加による操業度益や更に価格転嫁が進むことを想定し、増益を見込む企業は55社
あり、そのうち増収増益を見込む企業は46社だった。
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出所：決算短信

主要な財務指標・経営指標の推移（62社合計）
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出典：マークラインズ
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＜販売台数の推移＞

⚫ 生産台数は回復傾向にあり、22年度は、販売台数を360万台上回った。

参考データ：自動車の生産台数と販売台数 概要
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参考データ：月次の自動車生産
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単位：千台 22年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月

中国
実績 1,205 1,926 2,499 2,455 2,395 2,672 2,599 2,386 2,383 1,594 2,032 2,584

前年
同期比

-46.0% -5.6% 28.6% 31.8% 38.8% 28.7% 11.5% -7.7% -18.0% -34.2% 12.1% 15.3%

単位：千台 22年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月

世界
実績 5,485 6,191 7,351 6,953 7,017 7,695 7,338 7,393 6,828 6,132 6,803 8,320

前年
同期比

-20.2% 2.0% 9.2% 13.9% 31.9% 32.0% 14.2% 1.7% -7.4% -7.2% 7.3% 14.0%

需要の先取りによる反動

⚫ 4月～5月の上海ロックダウンは、世界レベルで自動車生産に影響を与えたが、6月の自動車購入促進政策
によって、需要が喚起されて自動車生産は徐々に回復していった。
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出典：LMC Automotive "Global Light Vehicle Forecast (Quarter 2, 2023)"

参考データ：世界新車販売台数予測
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○ 2023年の新車販売台数予測（23年4月予測）は、前年比6.2％増の約8,605万台。

（前回23年2月予測から約35万台の上方修正）

○インドは、堅調な需要期にコロナによる生産台数減が重なり販売台数が伸び悩んだが、23年に

挽回。24年は受注残が一巡し、伸びは鈍化するが、25年以降も堅調な需要は続く見込み。

注：年度(4月-3月)ではなく通年(1月-12月)の販売台数を掲載している。
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